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川でむすぶ

＜１ 行事案内＞

 ①第６回夏井川かわくだり     令和元年９月１５日（日） 

   ②夏井川沿い水辺ウォーキング   令和元年９月２９日（日） 

   ③その他１０～１２月予定

＜２ 事業報告＞

   ①令和元年度総会（第２０回）    ②三和小学校環境学習支援 

   ③清掃（４～８月）         ④第１３回夏井川流域一斉水質調査 

   ⑤環境顕彰受賞・河川功労者表彰   ⑥第１５回福島県水環境活動団体交流会 

   ⑦パルシステム環境学習支援 

＜３ 寄稿文＞ 

   夏井川流域に係る再生可能エネルギーのあり方を考える 

     ～未来に悔いを残さないために～ 

＜４ 募集案内＞ 

   ２０年史の記事・資料・写真 

暑中お見舞い申し上げます

 気温３０℃越えの猛暑に関するニュースが連日続いていましたがようやく一段落し、朝・晩の

空気がやや涼しさを感じるようになりました。ですが、厳しい残暑がいつ戻ってくるか判りませ

んので、皆さま体調管理には十分留意のうえお過ごし下さい。 

 最近の話題として、「海洋ゴミ」としてプラスチック片が世界的な問題として取り上げられてい

ます。海洋ゴミは元々海にあったものではなく、陸上から水路・河川を通じて海に流れているも

のが殆どで、ウミガメやシーラカンス、ジュゴンの体内からも発見され、さらにはマイクロプラ

スチックによる人体への影響も懸念されています。少しでも河川ゴミを減らすよう、これまで以

上に各事業の中でゴミ拾いを盛り込み、ゆくゆくは流域全体の清掃活動へとつなげたいと考えて

おります。 
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＜１ 事業案内＞ ①第６回夏井川かわくだり

 令和元年９月１５日（日）「夏井川かわくだり」を開催します（毎年恒例行事で第６回）。平鎌

田の親水公園で練習した後、カヌーとゴムボートで鎌田～新川合流部まで１．８ｋｍ夏井川を下

ります。参加費無料ですので、是非親子で参加して下さい。 
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＜１ 事業案内＞ ②夏井川沿い水辺ウォーキング

 本企画は、主に夏井川流域上下流住民を対象に、夏井川本川沿いに水辺を観察しながら何年間

かの計画で、河口～水源までを辿り、流域住民の一体感を醸成すると共に、夏井川のすばらしさ

を共有し、流域が抱える問題点等についても住民目線から考える機会としたいと思います。初年

度の今回は、9月 29 日（日）、福島県土地水調整課主催で開催されます。参加費無料ですので、多

くの方々の参加をお待ちしております。 
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＜１ 事業案内＞ ③その他１０～１２月予定

 その他事業として、下記行事が予定されていますので、多くの方の参加をお待ちしています。 

なお、日程等が変更となる場合がありますので、再度事前にホームページでご案内します。詳

細等確認したい場合は当会世話人へお尋ね下さい。 

 ○ ９月 ３日（火） 世話人会      夏井川河川防災ステーション 

 ○ ９月 ６日（金） 夏井小上下流交流会 いわき→小野町へ 

 ○ ９月 ７日（土） 定例清掃      夏井川河口右岸親水公園 

 ○１０月 １日（火） 世話人会      夏井川河川防災ステーション 

 ○１０月 ５日（土） 定例清掃      夏井川河口右岸親水公園 

 ○１０月１８日（金）～１９日（土）    ２６時間水質調査（赤井方面の予定） 

 ○１１月 ２日（土） 定例清掃      新川アリオス裏ひょうたん島 

 ○１１月 ５日（火） 世話人会      夏井川河川防災ステーション 

 ○１１月１６日（土）～１８日（月）    全国河川愛護団体交流会ＩＮ愛知 

 ○１１月２４日（日） 清掃応援      川前清掃 

 ○１２月 ３日（火） 世話人会      夏井川河川防災ステーション 

 ○１２月 ７日（土） 定例清掃      夏井川河口右岸親水公園 

＜２ 事業報告＞ ①令和元年度総会                 橋本孝一

去る 5月 19 日（日）、夏井川河川防災ステーションにて、令和元年度 総会を開催しました。 

平成 30 年度の事業報告・決算報告及び令和元年度の事業計画案・予算案について審議し、原案

通り承認されました。特に、今年度は、当会発足（平成 12年）し 20 周年となることから、記念

事業についても意見交換をしました。 

 総会終了後、福島県いわき建設事務所の渡部孝光砂防課長様から「夏井川の河川事業の動き」

をテーマにご講話をいただき、質疑応答等を通じて、事業への理解を深めることができました。 

◆昼食後、同所にて、上流・中流の会員も加わり、「夏井川流域の会」の総会を開催しました。 

 総会では、事業報告・決算報告、事業計画・予算案も原案通り承認されました。また、役員改

選も行われ、現体制（下流の「夏井川流域 NW」が事務局を担っています）を維持することがきま

りました。 

◆両総会終了後、近くを流れる新田川及び夏井川本川の水質調査・水生生物調査を行ないました。

雨が降らなかった日が多かったこともあり、河川水量が少なく、水質はやや悪い傾向でした。

水生生物調査では、多くのヤゴやカゲロウ等も採取されました。 

また、防災 ST 近傍の水辺の活用を進めるため、夏井川本川への接続路や水辺へのアクセス等の可

能性等について現地確認し、散会しました。 

◆総会を振り返って、本会の設立趣旨でもある、「夏井川流域住民自身が、自分たちの問題として、

治水・利水・河川環境上の問題を解決していこうとの目的に対して、どれだけ多くの住民が、主

体的に係り、情報を共有できたか、という点に焦点を絞って振り返ってみると、広がりの点で、
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未だしの感をぬぐえません。会発足 20 周年を機にさらに、発展させていこうと願わずにはおれま

せん。 

    総会の様子      いわき建設事務所様の講演    新田川での水生生物調査 

＜２ 事業報告＞ ②三和小学校環境学習支援            佐藤雅子 

 三和小学校を流れる好間川について、６年生１５人の学習支援を行ないました。 

①５月２８日（火）好間川の水源林観察。事前にいわ

き地区林業活性化センターの松崎さんに森林の働き

や役割など、橋本代表から好間川流域と生活のかか

わりについて学習した後、雨降山に登りました。地

元の加藤さんにカギ、ヒノキの森林管理、動植物の

生態などの説明を受けながら水源地に向かいました。

山頂に近い谷間に湧水点を見つけ、みんなで落ち葉

や土をかき分けると、水が湧き出て、水は小さな流

れになって山を下っていきました。子供たちの歓声

が山々に響き渡りました。 

②６月４日（火）晴天に恵まれたこの日、三和小学校の好間川に入って水生昆虫採りをしました。

澄んだ好間川の水に、子供も大人も気持ち良く足を浸しました。（若い新聞記者がカメラを手に

したまま、水音たてて川歩きしていました。）川から上がって教室では水質を調べ、採取した水

生昆虫や魚について平川・大谷両先生に説明を受け、カワゲラ、ヘビトンボ、カゲロウなど、

魚はヤマメやドジョウ、アブラハヤ、それにイモリもいたことで三和小前の好間川は「きれい

な川」であることがわかりました。水生昆虫も魚も、興味津々の低学年に見せてから、きれい

な好間川に戻しました。 

③７月１１日（木）三和小学校からバスで夏井川河口に向かいました。好間川がどのように変わ

っていくかを見ながら、国道４９号沿いを下りました。途中、児童全員が私一人のために三和

小学校の校歌を歌ってくれて、もう感激でした！！もっともっと私はみんなに川以外のことも

教えたいと、老婆心でちょっと余計な話しもしました。水生昆虫のヒゲナガカワトビケラが食

べられるという証拠に、長野県から取り寄せたザザムシ（長野県ではこう呼びます）を試食し

ますか？というと、恐る恐る手を出した全員（校長先生以外）が食べてくれました。→さて、

平に入ってからは途中でバスを降り、愛宕橋から平橋まで好間川の土手を川幅などの変化を見

ながら歩き、平橋の上から好間川と夏井川の合流点を見学しました。再びバスに乗って夏井川
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河口で降り、夏井川と太平洋の間の砂浜（閉塞のたもと）を歩きながら、海と川の違いを感じ

取って貰いました。時間が限られた中、河口公園ではカニ釣りに夢中になりました。 

    平橋から観察         河口左岸の観察      投網実演（河口右岸） 

 三和小学校の学習支援は三和公民館が主催で、阿部館長さん、野口さん、地元の加藤さんほか、

地域一体となって子供を支えています。支援しやすい体制なので、私たちも余裕を持って工夫を

重ねていきたいと思います。考えてみると、子供たちは毎年違う顔ぶれ、されど一期一会。歳を

重ねた者はありったけのことを子供たちに伝えるのが役目と心得て、この体験学習が子供たちの

未来の一コマになってほしいと願いながら支援を続けます。 

＜２ 事業報告＞ ③清掃（４～８月）                    田中博文

 夏井川河口右岸にある親水公園は河川敷きパークゴルフ場の奥（河川側）に位置し、親水護岸、

階段、休憩広場が整備されています。当会では、カニ釣りや乗船体験など小学校の環境学習の場

などとして度々利用していますが、より多くの方に利用してもらうよう、毎月第一土曜日を定例

清掃日として草刈り等を実施しています。清掃範囲は広く中々大変で、毎回５名くらいの参加で

は十分に終わりません。ですが、数年前からは地元？で平地部の草刈りを実施して貰っており、

とても助かっています。草は１ヵ月で３０ｃｍほど伸びるため、月１度の清掃は休めません。草

刈機作業だけでなく、他にも階段部の除草やゴミ拾い等あるので、是非参加をお待ちしています。 

 また、月一の定例清掃に加え、新川アリオス裏ひょうたん島、夏井川河川防災ステーションも

不定期に実施しています。行事が多く中々手が回りませんが、継続して実施したいと思います。 

■実績  ４／２７[定例・河口]，５／１８[不定・防災ＳＴ]，６／１[定例・河口]， 

７／６[定例・河口]，８／３[定例・河口]，８／１０[不定・新川ひょうたん島] 

きれいになった河口の水辺（左）とひょうたん島（右） 
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＜２ 事業報告＞ ④第１３回夏井川流域一斉水質調査        田中博文 

 令和元年６月９日（日）いわき市小川公民館を会場として夏井川流域一斉水質調査を行いまし

た。毎年恒例行事で、今年で１３回目となります。夏井川流域２７地点に散らばり午前１０時に

一斉に採水し、公民館にて簡易水質調査、午後から河原で水生生物調査を行ないました。 

 昨年との比較結果では、パックテストでは２～８程度とバラツキが見られたものの、下記のと

おり大差ない結果でした。 

  ２７地点平均ＣＯＤ（法定試験）  前回 2.3  今回 2.3 

  ２７地点平均ＢＯＤ（法定試験）  前回 0.9  今回 1.0 

  ２７地点平均導電率（法定試験）  前回 331  今回 340 

 午後からは近くの夏井川河原で水生生物調査を行ない、毎年変わらずの水生生物を確認しまし

た。子供の参加が少なく他の遊びは行ないませんでしたが、天気にも恵まれ無事に終わりました。 

 皆さま大変お疲れさまでした。来年も宜しくお願いします。 

   室内での簡易試験    簡易試験結果を流域モデル化     水生生物調査 
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＜２ 事業報告＞ ⑤環境顕彰受賞・河川功労者表彰          田中博文 

■うつくしま、ふくしま。環境顕彰 

 令和元年６月４日（火）福島市の杉妻会館にて「うつくしま、ふくしま。環境顕彰」を受賞し

ました。いわき市環境企画課様からの推薦で、当会の河川水質調査や学習支援、川との触れ合い

事業、定例清掃など、環境保全・美化活動として評価して頂き、受賞となりました。 

 他に４団体、１個人も受賞となりました。 

受賞の様子 

■河川功労者表彰 

 令和元年５月３１日（金）千代田区の砂防会館にて当会の橋本代表が「河川功労者表彰」を個

人として受賞しました。福島県いわき建設事務所管理課様より「第５号 河川や水に関する学術

的研究又は技術開発に従事し、河川の整備・管理、利用等に役立つ成果をおさめる功績」に個人

として推薦され、受賞となりました。橋本代表は、他にも市と県の環境アドバイザーを務め、他

の様々な団体の会長や理事・顧問にも就任し、幅広い活動を実践されています。 

 表彰を記念して令和元年７月２０日（土）いわき市平の正月荘にて記念講演会・祝賀会を開催

しました。５０名ほどの参加者があり、懇親会では大いに盛り上がりました。 

        砂防会館での受賞の様子           記念講演会に参加した皆さん 

    記念講演会                 祝賀会の様子 
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＜２ 事業報告＞ ⑥第１５回福島県水環境活動団体交流会     阿部孝男

6月 29 日（土）～30 日（日）に福島県水環境活動団体交流会が北塩原村のラビスパ裏磐梯で行

なわれました。 

基調講演（川の授業-1）は『猪苗代湖の不思議』と題して、福島大学の川越清樹准教授にグロ

ーバルな視点からの猪苗代湖を取り巻く環境や自然特性などについて講演いただき、（川の授業

-2）は『裏磐梯の自然』と題して、NPO 法人裏磐梯エコツーリズム協会の五十嵐悟氏から裏磐梯

にお自然特性や生態系の移り変わりなど貴重な講演を聞かせて頂きました。磐梯山を軸に猪苗代

湖と裏磐梯のお話を同時に聞けたのは貴重な経験でした。 

続いて、福島大学の学生さんはじめ参加した団体から活動状況や事例発表など６団体の発表が

あり、基調講演内容とも合わせて意見交換会を行い、外来種に対する懸念問題や各団体に共通す

る活動メンバーの高齢化などの課題について意見が出されました。 

基調講演、活動発表、意見交換会の様子 

懇親会ではいつもの各地からの命の水の差し入れがあり、大変盛り上が

り参加者の皆さんは遅くまで話が尽きなく楽しんでいました。 

次の日（30日）はあいにくの雨模様でしたが、宿泊場所の裏磐梯レイク

リゾートホテルを出発し、裏磐梯エコツーリズム協会の真野真理子さんの

案内で檜原湖周辺を中心に裏磐梯の自然を視察し、昼食後解散となりました。 

今年度の参加者は約 50名でしたが、交流の輪をもっと広げ情報発信の場としていきたいと思い

ます。 

懇親会の中で来年の交流会の開催地が県南地域に決定し発表されました。 

来年白河でお会いしましょう！ 

現地視察の様子 
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＜２ 事業報告＞ ⑦パルシステム環境学習支援             阿部孝男

パルシステム福島環境委員会主催の「パルシステム親子水辺の観察会 in 夏井川」が、7 月 28

日（日）に小川公民館で約 40 名が参加して行なわれ、当会で支援を行いました。 

初めに公民館内で水質分析を行い、夏井川本川の小川公民館前の水と他の川の水質と比較する

ため、夏井川本川「加路川合流前」「河口に近い六十枚橋」同じ夏井川水系の支流「加路川（夏井

川合流前）」「新川（アリオス前）」「好間川（松坂つり橋）」の全部で 6ヶ所の川から採水し、それ

ぞれの水について6グループに分かれて我々スタッフの指導によりCODパックテストや、透視度、

導電率などを参加した子供たちや保護者の方々に計測し記録して頂きましたが、初めての子供た

ちがほとんどで、川の水の水質が分かることに興味深く慎重に行っていました。 

続いて公民館前の夏井川の河原に出て水生生物調査を行う予定でしたが、前日の台風の影響に

よる増水により小川公民館前での調査は断念し、近くの支川下田川で調査を実施しました。 

子供たちは直接川に触れるというのは機会がないせいか水生生物を見つけたり水にぬれたりし

て子供たちは大はしゃぎでした。 

その後、再度公民館に戻って環境学習講座を行い終了しました。 

水質調査の様子 

水生生物調査の様子 

水生生物調査後に例年行っているアクアボールやボート乗りも残念ながらできませんでしたが、

パルシステムスタッフさんが用意した水の表面張力を利用した針金のアメンボ作りと遊びを昼休

みに行い、子供たちが夢中になっていました。 

終了後の参加者からのアンケート調査結果をパルシステムさんから頂きましたが、川に直接触

れてよかったことや、水生生物に対して関心を持った子供たちがたくさんいたことが分かりまし

た。 

主催のパルシステムのスタッフさん、支援に参加された当会スタッフのみなさん大変お疲れさ

までした。 
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＜３ 寄稿文＞ 夏井川流域に係る再生可能エネルギーのあり方を考える 

        ～未来に悔いを残さないために～      橋本孝一

 近年、地球の温暖化への危機感や化石燃料の枯渇への不安等から、世界的な規模で再生可能エ

ネルギー（太陽光、風力、水力、バイオマス、地熱、潮汐力、等）の活用が早いテンポで進めら

れています。特に、原発事故に遭遇した福島県では、「2040 年頃を目途に、県内のエネルギー需

要量の 100％以上に相当するエネルギーを再生可能エネルギーで生み出す」（福島県再生可能エネ

ルギー推進ビジョン、平成 24 年 3月）としており、2017 年度時点で 30.3％となっており、今後

一層推進を図る、としています（「再生可能エネルギー先駆けの地アクションプラン（第 3期）」

より）。これまで、県内各地で様々な形で再生可能エネルギー施設が新たに建設されつつあります。 

◆再生可能エネルギーの活用は、おおいに推進すべきと考えますが、ここ数年の動きを見ていて、

危惧を覚える事例も見られます。例えば、現在、阿武隈山地を中心に 150 機以上の大規模な風力

発電施設の建設計画があります。夏井川流域に係る建設計画では、①夏井川左支川加路川流域に

係る小川町北東部の二ツ箭山～猫啼山～屹度屋山の尾根沿いに、高さ 130～150ｍ級の風力発電施

設の建設計画があります。更に、②加路川に隣接する江田川流域（背戸峨廊のある川）の源流部

になっている神楽山沿いにも建設計画があります。 

◆これらの建設計画に対し、地元の方々から環境への影響を心配する声が上がっています。大規

模な風力発電施設の建設ともなれば環境への影響は避けられません。風力発電の場合、低周波騒

音・バードストライク・景観との調和等の問題点が指摘されています。特に、水環境との関連で

は、工事に伴う土砂の流出や保水力の低下により流量の変動幅が大きくなること等が懸念され、

結果的に夏井川本川の流量・水質への影響は避けられません。施設規模が大規模になればなるほ

ど、環境への影響は大きくなります。計画の進行に際しては、影響を受ける小川地区はもとより、

夏井川下流域住民も、計画内容に関して注視し、意見を反映させていくことが大切と考えます。 

◆再生可能エネルギーは、地域の自然条件に大きく左右されます。地域の自然エネルギーを活用

し、地域で使うエネルギーは、地域で創り、地域で消費する「地産地消」が基本だと思います。

ただ、産業用等、遠隔地での消費を前提とする発電事業の場合でも、立地地域にとって不利益を

もたらすものであってはならないと考えます。未来世代に悔いが残らないよう再生可能エネルギ

ー施設の動向に注意を払い、必要と感じたら行動しましょう。 
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＜４ 募集案内＞ ２０年史の記事・資料・写真

 当会は平成１２年９月発足し、今年で２０周年目となります。その節目を記念し２０年史を発

行する予定で動き出しております。 

夏井川に係わる風俗や歴史の変遷、古い写真、皆さんの思い・意見など、一言でも構いません

ので当会世話人に是非お知らせ下さい。 

 ■２０年史目次案

   はじめに、1.夏井川流域の概要、2.夏井川流域NWの活動、3.流域の会の発足と活動、

4.活動の思い出、5.今後の発展に向けて、資料編 

 ■期日予定  収集期限：令和元年１０月上旬  発行：令和２年３月 

 その他、２０周年事業として「水生生物カード作成」「記念講演会」も検討しています。

＜事務局より＞

■資材置き場等に係わる情報提供のお願い 

 当会の活動に係わる資材として水質検査用ポリタンク数十個、ゴムボート３艇、ボート船

外機１個、アクアボール３個、水生生物採捕用網数十個、大型展示パネル数枚、その他備品

など結構かさばる物が多く、橋本代表、事務局、他会員それぞれ個人で保管しています。

 そこで、どこかに集約した資材置き場がほしいと考えています。理想としては、併せて会

の拠点となる場として、「夏井川資料館」となるような場所も確保したいです。

 つきましては、できれば夏井川からさほど遠くない場所に、空き倉庫、空き地、空き家な

どの情報があれば、事務局または世話人へ是非お知らせ下さい。

■ハザードマップの再確認を！ 

 最近、西日本で毎年のように豪雨災害が発生しています。

 「いわき市河川洪水ハザードマップ」によると、夏井川流域では小川、平窪、赤井、好間

川中子、平塩、平中神谷、平北白土などは２ｍ以上の浸水被害が予想されています。避難場

所・避難ルートを確認し、緊急時の集合場所など家族で話しをしておくことが望まれます。

～～～ 会員の皆様からのご意見・御寄稿をお待ちしております ～～～ 
（行事予定は下記ホームページでも案内しています） 
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